
1215レール損傷等への地盤の影響

Effect of ground on rail damage etc. 

正［土］ 那須誠 （前橋工科大学）

Makoto NASU, Maebashi Institute of Technology, 460-1, Kamisadori-cho, Maebashi-shi, Gunma 

Several damage to rail has been investigated from topographic maps, geographic maps, cross sectional maps of ground and 

so on. In result, it has been found out that they had been occurred in boundaries between hard and soft grounds or roadbeds. 
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I.はじめに

いく つかのレー，，損似や著大輪狙発生箇所等の地盤を，地形図や

地盤l析而[!:c[等をもとに調べた．その結果，地盤や路盤等の不連絞

点で発生していることが見出されたので，その結果を次に示す．

2. 1,-ル損傷等の発生位四と地盤や路盤の状態

(I)，ド例 1（レー材n傷，南武線KSD・HM間）
図1はレー，，損傷が生じた盛土の位四と地盤平面図を示すりそれ

ば沼1Ilと果樹園（前者は耕作土下の地盤が極軟弱邸植土・粘土，後

.t,'は砂礫等からなる）の境界部の沼田側で生じている．ここでは

列Iじ走行によって路盤変状（軟化，唄泥等）も生じている．その他

に，レー，，伯9tりはトンれ内の地附税界部（岩盤と軟弱粘性土府等）等で

も発生がみられる．
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函I V-HU9ti位位と地盤＂（事例 I)

(2)1lt例 7（波状磨耗．NTL線 KT・S0SIJ.i) 

図 2ぱ施」；時に下り線側盛土と基礎地盤がrv,1脱し，左側の池旺
ヘト99Iが盛り上がった様子を示すり地盤内の粘土府と基盤（砂質

thV)の税界而は旧阪急線側から左側に向かって傾斜しており．

この盛土は地山と元池埋立地に跨っている， その後，ここの下り

線側のレーMこ波状邸耗がみられる．
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(3) 事例 3（レー，，損傷•NTL 線 SYH· ODWIJIJ)

レー，，の溶接部に拍傷が発生した盛土は，図 3”に示すように施工

中に崩壊した経歴を持つ．地盤は関東＂ーム丘陵地楷 0)端に生じたオ

ホ＇レ谷の軟弱地盤である．盛土は左側の軟弱地 盤と右側の旧道路

にまたがっており，盛土天蝶の亀裂（輻 50cm)はその境目の位骰

に発生している”・

（盛土と地盤は施工時点）
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崩壊↓炎 ；ゃ

直
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砂質粘土

図3 レー，，損偽位匹の盛土と地盤3）（事例 3)

(4)事例4（レー＂損傷 ，小田急線KD構内）

図 4"の新地形図上に示す位骰でレー＂の溶接部に損傷が見つか

ったこの損傷発生位骰を図5の地質図”で見ると，形成年代の異

なる地質撹界付近であることが分かる．

図4 Vー，，，損傷位骰と新地形図町事例4,

図 2 レ祈皮状印耗発生位ti'lの盛土と地盤町事例2) 地質9を追加）

（盛土と地盤は施工時点）
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図5 v-舛ni祝立置と地抑図町事例4)

(5)事例 5(V→狽似，小田急線 IHIGOYE1111) 

レール(/)溶接部に損傷が発生した位t社を図6の新地形図町こ示す．

L図 7のIIJ地形図 ”で見ると，尼根の良好地盤と田圃（軟弱地盤）

憚の境界部である．また，図 8の地質図 5)をみると低涅地堆積物

Am（泥）の地牲と砂勝ち砂岩泥岩互肘 IK（生田I§)の坑界部付近に

損傷箇所が位骰する．図 6~8より地盤条件の変化点でここのレール

損傷が生じていることが分かる．

図6 Ir--雌損似位四と新地形図町事例5)

図 7 レール損傷位岡と旧地形図 ？）（事例5)

(6)事例6（通り狂いとレー＂損傷奥羽本線 KK・KDflt]) 

図 9はレール損低が発生した位置を示している．ここではそれよ

り以前の 1983年日本海中部地震の開にレ ＂に 通り狂いと麻低狂

いが発生している．そこは図に示すように洪積台地の切取と1閑析

谷の盛土の税界部の盛土側であるり

(7)事例7（通り狂い，室蘭本線TY・US間）

Ik Am：泥悩

Ik：砂勝ち砂岩泥岩互層

M:i距および砂

2L凡 L：火山灰（軽石陪）

M2：泥砂及び礫

Dd：砂岩及び砂竹泥岩

Tu：火I且天 （土屋図）

図8 vール祖傷位骰と地質図 6）（事例5)

レ→損似，通り

図 9 v一，，通り狂い等の発生位骰と地
盤8）（事例6)

2000年の有珠山咄火の際に室蘭本線で図 109)~llに示すよう

な大きいレー＂の通り狂いが発生しているが，この位骰は岩盤の切

取りと盛土の境界部（破線は切盛境界線を示す）の盛土側，即ちい

わゆる硬軟地盤境界部の献質地盤側で発生している．しかも，V-，，

の屈曲はその坑界線に対してv-1;の走行方向と坑界線のなす角の

うち鈍角側で発生している R).

(8)事例8（レー材ui坊，武蔵野線KGYT・YK IJil) 
図 12は盛土と橋梁の境界部の橋梁上でレールに損傷が発生した

ところの位骰平而図を示す 1）．その他に沼Illと水田（耕作土の下

の地槃が比較的硬い粘土あるいは砂礫等からなる）の境界部，邸

図 10 レール通り狂いと地盤町事例

7,文献9)に追加）
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□ レー＂通り狂い位位と地盤8）（事例7)

レール損傷箇所
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図14 橋梁の桁高さの分布＇0)（事例9)
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図 15 橋梁の計画時点の基礎と地盤＇0)（事例9)

レール損傷位置と地盤＇）（事例8)

架橋アuック税界部等にもその発生例がみられる．

(9)事例9（レー＂損傷と波状 磨耗．NTL線 SYH-ODWIll] SMC橋梁）

図 l3に示すSMC橋梁においてレー＂損傷が 9P橋脚の数In起点寄

りで生じた．図 14の桁打上記録をみると 9P橋脚をヒ・ークとする山

型の橋脚沈下形状が現れている．それは図13と図15から，損（釦箇

所近くの 9Pの井筒底面は強度大の士府に根入れされて沈下が無

く，その両隣の井筒先端が圧究陪に入っていて沈下が生じたため

と考えられる．つまり，硬軟地盤境界部と考えられるような位骰

でレ-1,損似が発生している．ここでレールに大きい軸力やそーメント等が

生じることが考えられる．なお，この橋梁ではシュ→や7ンカーホ＃ルトや桁

の変状が生じて修繕した経歴を持つ．また，この付近のレールには波

状窮耗が多くみられる '0).

東京方

IP 

図 ］3

トラス桁

レール損（紡位置

↓ 

謳 口 ； 

橋梁の竣工図とVール損傷位骰 10）（事例9)

大阪方

(10)事例 10（著大輪煎，NTL線 KT・S0S間）

図 16'"は著大輪璽が発生した麻架橋を示している．その著大輪

頂は盛土から高架橋に乗り移ったところの高架橋上で発生して

しヽる＇）．

3．おわりに

以上に述べたレール損傷等の位骰と地盤・路盤状1恨等の関係を表

1にまとめるこれをみるとレール拍傷等の発生位置に共通点があ

り．レール損傷等は硬il次地盤の様界部や路盤境界部等で発生してい
ることが分かる．従って．レール祖傷等は地盤や路盤等の支持府の条

件変化点付近で発生しやすい事が推定される．それらの変化点で

は車両が通る時に．軟質地盤と硬質地盤の間に不同沈下や水平本

位等の変位が発生するが， その変位がレールを強制的に変形させて

歪みの梨中や大きいそー）ント等が生じるため損（岱等が発生しやすい

ことが考えられる．

図 16

著大輪重発生箇所
↓ 

著大輪重発生位置と路盤＇0)（事例 10，文献 II)に追加）
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表 1 レール損傷等の位骰と地盤・路盤状態等のまとめ

レ 波 通 著

Nu. 位f代
| 
状 り 大 地盤・路盤状

Iレ

盟
店 狂 輪 腺等

耗 し‘ 直

I 南武線

゜
硬軟地盤境界部

KSU-IIM IUI 

2 NTL線(I)

゜
硬軟地盤境界部

KT-sosItn 施工時盛士崩販

3 NTL線(2)

゜
硬軟地盤境界部

S11¥'-0訊＇HII 施工時盛土）紺衷

4 小田急線

゜
硬軟地盤境界部

(!) 
Kil I鼻内

5 小田急線

゜
硬軟地盤境界部

(2) 

IT←紙IGO¥'EI笥

6 奥羽本線

゜ ゜
切盛境界部

KK-KD HIJ 

7 室蘭本線

゜
切盛境界部

TY-US r.lJ 
8 武蔵野線

゜
橋梁と盛土境界

KC¥'T-YK liil 部， NTL線(3)
゜゚

橋脚底部の地盤
SGll Ill,梁 強度不均等

10 NTL線(4)

゜
橋梁と盛土の境

KT-SOS間 界部

最後に．今回の調査でお世話になった，旧国鉄とJR各社，民鉄

他(/)関係者に厚く御礼を申し上げます．
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